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玄武岩質マグマの注入によって誘発された桜島火山2015年の噴火活動：岩石学的モニタリングデータ
からの推定
AD 2015 eruptive activity induced by basalt input at Sakurajima volcano: Inference from
petrological monitoring data
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九州南部に位置する桜島火山は、2006年6月に昭和火口において噴火活動を再開し、火山爆発を繰り返してき
た。2014年にはその活動は低調になっていたが、2015年1月より山体が明瞭に膨張しはじめ、活動も活発にな
り、6月までに火山爆発回数が700回を超えた。また、8月15日にはダイク貫入イベントが起きたため、大規模噴
火への移行が懸念された。このように、2015年の活動は、活発化の後にダイク貫入に至るというこれまでにな
い活動推移を辿っており、マグマ供給系に何らかの変化があった可能性がある。そこで、我々は2015年
1月～6月の噴出物(火山礫)の岩石学的特徴を明らかにし、地球物理学的データと比較することで、2015年の活
動の活発化の要因について検討する。 
2015年の火山礫試料は、緻密岩片・スコリア・軽石、少量の強変質岩片からなる。斑晶鉱物として斜長石・斜
方輝石・単斜輝石・磁鉄鉱を含み、一部の試料には少量のかんらん石が認められる。かんらん石の殆どは反応
縁を持たずFo80-81を示し、共存する斜方輝石(Mg#62-74)・単斜輝石(Mg#67-78)と組成的に非平衡である。全岩
化学組成はSiO2=58.3-59.0wt.%と最も苦鉄質であり、ハーカー図では2006年以降の昭和火口噴出物の組成トレ
ンド上にプロットされる。石基ガラス組成においても、2014年以前と比べると顕著にSiO2量が低下してお
り、さらに2015年の中でも時間と共に苦鉄質になる傾向がある。 
2015年噴出物の岩石学的特徴が2006年以降の昭和火口噴出物と類似しており、全岩化学組成トレンドも調和的
であることから、2015年の活動においても、2006年以降の昭和火口の活動と同様のマグマシステムが活動して
いると考えられる。2014年以前と比べると、全岩化学組成および石基ガラス組成が明らかに苦鉄質な組成を示
すことから、2015年から玄武岩質マグマの注入が顕著になったと解釈される。地球物理学的データと比較する
と、2015年1月以降、噴出マグマ中の玄武岩質マグマの影響が増大するにつれ、山体が明瞭に膨張し、活動も活
発化している。その後、ダイク貫入イベントへ移行していることから、2015年1月以降の活発化は、玄武岩質マ
グマの新たな注入が引き起こした可能性が高いといえる。
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